
図書館事業を通じて図書館の利用を高め、利用者の満足を得ること、市民の生涯学習を支援することをめざす。

図書館利用者の年齢層も本市の少子高齢化の影響がうかがえるが、本市の将来を担っていく子ども達の読書活動推進は重
要と言える。平成２８年度からスタートする「第３次子ども読書活動推進計画」に基づき、平成２７年度で終了したブックスター
ト事業を引き継いで実施する「ようこそえほんといっしょ」など、計画的に推進するとともに、高齢者のいきいきとした生活を支
えるためのサービスの充実にも取り組む。また、情報の入手にスピードも求められる時代であることから、引き続き紙媒体の
資料の整備を進めるとともに、電子媒体の活用にも力を入れることにより、課題解決型図書館として地域コミュニティの核とし
ての役割を果たしていく。
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A

子どもから成人まで市民の生涯学習を支える根幹の事業であり、図書館
協議会や利用者アンケートでも高い評価を受けている。A

第２次子ども読書活動推進計画に基づき市内小中学校や子育て支援部
署とも連携して読書活動を推進できた。成人向けには多彩な講座を展開、
図書館内での資料展示なども充実させることで、多数の来館があった。

A
A

A
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標

・「第２次子ども読書活動推進計画」に基づいた計画的な施策の推進。
・図書館におけるボランティア活動の場の提供と市民へサービスとしての還元。
・図書館システム（施設・図書館資料・各サービス）が市民に活用されるようにする。
・各講座・講演会により読書振興を図る。
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